
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

宣
言
とA

N
A
’s
W
a
y

２
０
１
５
年
４
月
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

社
長
片
野
坂
真
哉
が
「
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
宣
言
」
を
発
信
し
、

あ
ら
た
め
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン（
以
下
、
Ｄ
＆
Ｉ
）は
、
重
要
な
経
営
戦
略
の
１

つ
で
あ
る
と
位
置
付
け
た
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
と
社
員
の
半
数
以
上
を
占
め

る
女
性
活
躍
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
。

〈
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
宣
言
〉

私
た
ち
は
、

・「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
を

新
し
い
価
値
創
造（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）の
源
泉
と

考
え
、
社
員
の
多
様
性
を
大
切
に
し
ま
す
。

・
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
強
み
を
存
分
に
発
揮
で
き
、

そ
の
強
み
を
最
大
限
活
か
す
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

・
誰
も
が
い
き
い
き
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
く
こ

と
で
、
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
と
た
ゆ
ま
ぬ
変
革
を
生

み
出
す
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
創
り
ま
す
。

こ
の
宣
言
を
起
点
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
社
員
が
Ｄ
＆

Ｉ
の
意
義
を
理
解
し
積
極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、

「
組
織
や
集
団
が
持
つ
多
様
性
を
大
切
に
し
、
人
そ

れ
ぞ
れ
の
違
い
を
活
か
し
て
新
し
い
価
値（
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
）を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｎ
Ａ
グ

ル
ー
プ
」
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
、
Ａ

Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
行
動
指
針
「A

N
A
’s
W
ay

」
で
あ

る
。

「A
N
A
’s
W
ay

」
と
は
、
経
営
理
念
や
経
営
ビ
ジ

ョ
ン
の
達
成
に
向
け
、
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
社
員
が

持
つ
べ
き
心
構
え
や
取
る
べ
き
行
動
を
表
し
た
も
の
。

行
動
の
担
い
手
と
な
る
グ
ル
ー
プ
社
員
の
思
い
を
広

く
集
め
、
主
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
つ
く
っ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
も
、
人
種
・
国
籍
・
年
齢
・
性
別
・

障
が
い
の
有
無
・
所
属
・
役
割
・
価
値
観
な
ど
の
違

い
を
超
え
て
オ
ー
プ
ン
に
議
論
し
Ｄ
＆
Ｉ
を
進
め
る

こ
と
や
、
社
員
相
互
に
関
心
を
持
ち
ア
サ
ー
シ
ョ
ン

し
合
う
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
を
高
め
て
い

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
へ
の
取
り
組
み

宇
佐
美
香
苗

う
さ
み

か
な
え

全
日
本
空
輸
人
財
戦
略
室
人
事
部

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
室
室
長
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く
こ
と
を
共
通
言
語（
目
標
）に
し
て
い
る
。

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の

Ｄ
＆
Ｉ
推
進
体
制

グ
ル
ー
プ
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
総
括
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
女

性
活
躍
推
進
総
括
を
役
員
担
務
に
設
け
、
役
員
会
で

の
議
論
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
各
社（
３６
社
）に
女
性
活
躍

推
進
担
当
者
を
選
任
し
、
Ｄ
＆
Ｉ
や
女
性
活
躍
に
か

か
わ
る
問
題
提
起
、
課
題
解
決
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
の
共
有
を
図
る
な
ど
、
横
の
連
携
も
強
化
し
、

経
営
層
か
ら
実
務
担
当
者
、
現
場
の
社
員
に
至
る
ま

で
Ｄ
＆
Ｉ
の
価
値
を
共
有
す
る
推
進
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

Ｄ
＆
Ｉ
宣
言
を
実
施
し
た
２
０
１
５
年
度
よ
り
、

「
一
日
か
け
て
Ｄ
＆
Ｉ
を
考
え
る
日
」
と
し
て
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。

社
長
を
は
じ
め
２０
名
を
超
え
る
役
員
、
部
長
職
な

ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
社
員
を
中
心
に
約
２
０
０
名

が
参
加
す
る
。

社
外
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
企
業
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
基
調
講

演
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／
Ａ
Ｎ
Ａ
社
長
メ

ッ
セ
ー
ジ
、
社
員
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
用

い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
、
明
日
か
ら
の
具
体
的
行
動

変
容
を
目
指
す
取
り
組
み
で
あ
る
。

社
員
全
体
の
Ｄ
＆
Ｉ
の
理
解
、
浸
透
度
に
あ
わ
せ
、

毎
年
テ
ー
マ
を
選
定
し
て
お
り
、
２
０
１
５
年
度
は

「T
hink

D
iversity,

C
reate

Inclusion

」、
２
０

１
６
年
度
は
、「Steps

T
ow
ard
Inclusion

〜
今

日
か
ら
は
じ
め
る
小
さ
な
一
歩
〜
」、
２
０
１
７
年

度
は
「M

oving
F
orw
ard
T
ogether

〜
互
い
に

尊
重
し
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
未
来
へ
〜
」、
２
０

１
８
年
度
は
「“Inclusion”

It’s
for
everyone!

〜
多
様
な
個
性
を
尊
重
し
て
い
ま
す
か
？
〜
」
と
し

た
。回

を
追
う
ご
と
に
、
女
性
で
あ
る
、
障
が
い
が
あ

る
と
い
っ
た
「
属
性
」
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
で
き
る
「
視
点
」
の
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
へ
と
深
化
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

た
だ
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
は
非
常
に
難
し
く
、

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
包
摂
、
受
容
、
尊
重
）な
「
行

動
」
が
で
き
る
段
階
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

�安全 Safety
安全こそ経営の基盤、守り続けます。

We always hold safety as out utmost priority,
because it is the foundation of our business.

�お客様視点 Customer Orientation
常にお客様の視点に立って、最高の価値を生み出します。

We create the highest possible value
for our customers by viewing our actions
from their perspective.

�社会への責任 Social Responsibility
誠実かつ公正に、より良い社会に貢献します。

We are committed to contributing to a better, more
sustainable society with honesty and integrity.

�チームスピリット Team Spirit
多様性を活かし、真摯に議論し一致して行動します。

We respect the diversity of our colleagues
and come together as one team by engaging
in direct, sincere and honest dialogue.

�努力と挑戦 Endeavor
グローバルな視野を持って、
ひたむきに努力し枠を超えて挑戦します。

We endeavor to take on any challenge in the global
market through bold initiative and innovative spirit.

グローバル

・海外雇用と日本雇用社員のインクルージョン促

進（駐在・研修機会の充実）

・語学力向上（昇格要件化や語学研修等）

・日本における外国人採用の強化

障がい者雇用

・グループ行動規範「３万６千人のスタート」の

さらなる浸透

・階層別研修や人事担当者会議、全グループ社員

向けeラーニングなどでの啓発活動の実施

・障がいの有無にかかわらずすべての社員が活躍

できる職場づくり

女性活躍推進

・グループ各社の女性活躍推進担当者連携による

制度、研修などの施策強化

・グループ女性管理職ネットワーク（ANAWINDS）

の充実

・仕事と育児・介護の両立支援、男性育児参画支

援

シニアの活躍

・６０歳以降、シニアの活躍へ期待を込めたトップ

メッセージの発信

・豊富な経験や専門性を活かした領域の拡大と真

の戦力化

・ベテラン・シニア世代におけるキャリア研修の

充実

図表１ ANA’s Way

図表２ 主な取り組み

私たちは

「あんしん、あったか、

あかるく元気！」に、

次のように行動します。

To live up to our motto of
“Trustworthy,
Heartwarming,
Energetic!”,
we work with:

社員の多様性を活かしイノベーションを起こす

2019・935
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こ
と
が
現
在
の
目
標
で
あ
る
。

女
性
活
躍

〜
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
宣
言

２
０
２
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
女
性
役
員
数
お
よ

び
女
性
管
理
職
比
率
の
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

女
性
役
員
は
現
在
５
名
で
、
す
で
に
目
標
に
達
し
て

お
り
、
ま
た
管
理
職
比
率
に
つ
い
て
も
、
２
０
２
０

年
ま
で
に
は
目
標
達
成
の
見
込
み
で
あ
る
。

女
性
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
女
性
管
理
職
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

「A
N
A
-W
IN
D
S

」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

女
性
自
身
の
視
座
を
高
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
を
啓

発
す
る
機
会
と
し
、【
第
一
部
】
社
外
女
性
リ
ー
ダ

ー
の
講
演
、【
第
二
部
】
社
内
女
性
社
員
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
Ｑ
＆
Ａ
、【
第
三
部
】
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
構
成
で
、
毎
回
１
０
０
名
以

上
の
女
性
社
員
が
、
自
主
的
に
参
加
し
て
い
る
。
部

長
、
課
長
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
が
管
理
職
一
歩
手

前
層
と
一
緒
に
参
加
す
る
形
式
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

層
の
社
員
が
一
堂
に
会
し
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
機
会

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
に
も
、
経
営
ト
ッ
プ

が
参
加
し
、
女
性
社
員
へ
直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
機
会
に
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
意
識
向
上
の
機
会
と
同
様
に
必
要
な
の

は
、
女
性
社
員
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
い

き
い
き
と
働
く
た
め
の
環
境
整
備
で
あ
る
と
考
え
、

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
働
き
方
の
選
択
肢
を
設

け
て
い
る
。

特
に
、
当
社
社
員
の
約
半
数
は
客
室
乗
務
員
で
あ

り
、
早
朝
・
深
夜
や
宿
泊
を
伴
う
勤
務
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
が
、
育
児
中
の
社
員
は
短
日
数
就
労
選
択

制
度（
勤
務
日
数
を
約
５
、
７
、
８
、
９
割
に
選
択

可
能
）や
育
児
日（
公
休
や
有
休
と
は
別
に
休
暇
を
取

得
可
能
）な
ど
を
選
択
す
る
こ
と
で
就
業
継
続
が
し

や
す
く
な
る
。

そ
の
結
果
、
Ａ
Ｎ
Ａ
に
在
籍
す
る
客
室
乗
務
員
約

８
０
０
０
名
の
う
ち
、
２
０
０
０
名
が
懐
妊
休
職
・

育
児
休
職
利
用
経
験
者
と
な
っ
て
い
る
。

女
性
活
躍
の
た
め
の
男
性
の
意
識
改
革
と
し
て
、

イ
ク
ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
的
に
開
催
し
、
経
営
ト

ッ
プ
お
よ
び
部
長
層
の
イ
ク
ボ
ス
宣
言
も
実
施
し
て

い
る
。

ま
た
、
男
性
の
育
児
休
暇
促
進
策
と
し
て
、
会
社

独
自
の
制
度
で
あ
る
「
パ
パ
マ
マ
出
産
育
児
休
暇

（
３
日
）」
の
１
０
０
％
取
得
を
目
指
し
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
男
性
社
員
に
対
し
て
上
司
か
ら
「H

ello!

B
aby
C
ard

」
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
載
し
て
送
る
仕

組
み
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
。「H

ello!B
aby

C
ard

」

を
き
っ
か
け
に
上
司
と
部
下
が
出
産
育
児
休
暇
取
得

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
男
性
社
員
が
よ
り
育
児
に
参

画
し
や
す
い
風
土
改
革
を
進
め
て
い
る
。

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
今
後
も
一
人
ひ
と
り
が
持
つ

多
様
性
や
想
像
力
と
創
造
力
を
大
切
に
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
違
い
を
活
か
し
て
新
し
い
価
値（
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
）を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

エ
ア
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
て
い
く
。

図表３ ANAの女性活躍推進における数値目標（２０２０年度末まで）
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